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温かい支えの中で
　　　　　　　　　福井・澤村　菜摘
　私は，これまでの間に，ようち園一ヶ所，保育園二ヶ所，小学校三ヶ所
に通いました。いわゆる転校というものです。私は，転校は大きらいでし

た。理由はたくさんありますが，一番いやな理由は，友達とはなればなれ

になってしまうからと，新しい友達ができるか心配だからです。特に小学

生の転校の時は，友達に「はぶられ」たらどうしようなどと，考えていた
こともありました。もう転校したくないと夜まで泣きわめいたこともあり

ました。うちは，母子家庭で，お父さんがいません。だから，お母さんを

助けてあげないとと思っていました。できるだけ妹の世話など，お手伝い

もしました。だけど，三回目の転校の時のお母さんの言葉で私は変わりま
した。その言葉は，『転校したらだれよりもいっぱい友達できるやん？転校したらいっぱいつらいこともあるけど，楽しいこともいっぱいあるやん

？こうやって，いやなことでも，前向きに考えたら絶対良いことあるから。』という短い言葉です。たったこれだけかと思うかもしれません。だけど，その時転校はつらいもの，なにも良いことなんてないと考えていた私にとっては，すごく明るくなれる言葉でした。お母さんが，私にこの言葉をくれたから，今私は，素敵な仲間と，大好きな妹と，そしてだれよりも大好きなお母さんと暮らしています。
　非行という行為はいけないことです。周りの人にはもちろん，自分にとっても良くないからです。でも，非行という行為をしてしまった人は，私のようにつらい経験をしていたり『あいつは悪いやつ』と決めつけられて

いたりしていることが多いのではないでしょうか。非行という行為を行ってしまうことは悪いことですが，大切なのはそれをどう挽回するかだと思います。もちろん自分で「もうこんなことはしない」と強く思うことも大切です。しかし，周りの人にも何かできることがきっとあるはずです。他人が人の過去のつらい思い出を変えることはできません。これはしかたの

ないことです。だけど，自分たちが勝手に悪いやつと決めつけてしまった
から非行という行為を行ってしまった人の長所をみとめてあげることが出来なかったから，悪い道に進んでいった場合もあるのではないでしょうか。もし，そうだと思う人がいるのなら，その人のために自分ができることをしてあげれば何か変わるかもしれません。非行や犯罪行為がなくなるには周りの人の協力も必要だということです。非行という行為を行ってしまったら終わりではないのです。そこからまたやり直せば自分たちが見ていたどん底のような世界が変わるはずです。すぐに直せなくても，みんな

の協力をありがたく思って，今まで，やってきたこと，やってしまったこ

とを反省して，明るい未来や希望を持ってほしいです。そして，この経験

を生かして，つぎからは，非行を行ってしまった人が，挽回できるような

社会にしていってほしいです。
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